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感情を表現することを良しとし程い衰化の中で育ち要した｡
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小原亡さんのワ ー クでは ､ 事加看のみなさんが安心できる場づくりを大切にしています｡
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そのことにより､
日常生活で自分らしくいられるようになります｡
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人が生普モIlくうぇモとても大事なもの卓
体感としでl瞬こ落とすことができるワ ー ク

如 ップだと患います｡ 終了後姓心が瀧たされ

あったかい気.持もにな!様した｡
(暮加蛙■のあるスタッフの■)

◎ 例えば … ｢ 感情と動きの不 一

致｣
･ 辞しくても思い切り紅けない
･ 官で怒りを止めて いることさえ気づかない
･ 手を洗い続けて しまう

小康亡象んのワ ー クで娃､ 身体の棄棄を膿めていき､
日常生 酢 抑えている本当の先捧 輔 恥 咋 いきます｡
いくつ かのワ ー クをi して ､ 自分の内面で起きていること

檻感じながち他者とうな 舶 ので ､ 自分や地番陪対する

書さやましきがじわ ～ つと東鶉できる体験になるの では
ないかと思います｡ (●加経■のあるスタッフの■)

セ ラピストの小康亡さんは､ 下記のょうに書います｡

｢ 私めセラピー 体験蛛､ I T 畿のときに出金うた # の供養 ､. ぎ軌 邑♯榊練鼓 ､.森田ホ法(ふ理療法)

で 朗 ､ 軸 後も呑まぎまな心理♯法およザ傭人セ サ 如 沖 グル
ー プ･ ワ 一 身が蜘ヽた｡ ｣

小軍船も 劫少期の環境による心理体験藍乗り■えるた如こきまぎまなセラピ
ー 藍受け続航 モの牧

夫華厳t とな 柑 究業務に蟻ぁり､ 曹ち把傭人ならびにグル
ー プ臨床転亜年以上機わぅて兼ちれた

大ベテランの方でナ｡

苦しんでいる人の立■､ 気持ちに ､ とても共感朋腹方でナI ( * 加蛙牧のあるスタッフの■)




